
  News全国整備工場の皆様へ
NGP組合員200拠点がお届けする
お役立ち情報

　6月28日から7月8日にかけて、台風7
号及び活発な梅雨前線の停滞などの影響で、
西日本から東海地方を中心に記録的な大雨
となりました。この大雨によって、全国合
計で床上浸水14,159棟、 床下浸水
20,822棟（7月30日時点、内閣府発表）
に及ぶ甚大な被害が発生しました。
　また、（一社）日本損害保険協会が発表
した7月23日時点の見込みを含む集計に
よれば、この大雨に関する車両保険の適用
台数は22,491台、同支払保険金は212億
6,785万3千円に達する模様です。
　この平成30年7月豪雨により被災され
た皆様に、心よりお見舞い申し上げますと
ともに、尊い命を落とされた皆様のご冥福
をお祈り申し上げます。
　NGP日本自動車リサイクル事業協同組
合では7月9日、いち早く対策案を協議し、
特に被害の大きかった岡山県と広島県に合
計3ヵ所、対策本部を設置することを決定
しました。3ヵ所の本部をまとめる統括本
部長を小林信夫副理事長、岡山本部長を中
村昌徳副理事長、福山（広島県福山市）本

部長を藤原庸正理事、広島本部長を胡定晃
氏（NGP中四国支部所属、(株)エビス・社
長）、がそれぞれ務め、11日より現地で準
備をスタート、17日から水没車の引き取
りをはじめとした復興支援を本格的に開始
しました。また九州地方及び四国地方にお
いても、地域の組合員が協力して復興支援
に臨んでいます。
　対策本部には組合員各社がレッカー車や
積載車を持ち込み、組合員幹部・スタッフ
及びNGP協同組合本部職員が業務にあた
っており、あいおいニッセイ同和損害保険
(株)などからの依頼を受けて、ディーラー
や修理・整備工場、個人宅へ迅速にお伺い
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し、被災車両の引き取りを進めています。
　復興支援を開始した当初、被災地域では
道路の通行止めなどが多く、通勤時間帯に
は激しい渋滞が発生していました。そのた
めNGP対策本部は、渋滞する時間帯を避
けて車両の引き取りができるように、スケ
ジュールを調整しています。これは、引き
取り時間を短くするとともに、被災地域で
行われているその他の復興作業へ配慮して
のことです。
　被災地の一日も早い復興に微力ながら協
力できるよう、今後もNGP組合員は一丸
となって復興支援に尽力して参ります。
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NGP協同組合、平成30年7月豪雨の水害対策本部を設置
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水没車の引き取りなどを通じて、
NGP組合員が一丸となって復興支援に尽力
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本部に到着した車両をフォークリフトで下ろし、損害保険会社からの依頼書に記載された内容と引き取った車両
の車体番号などを照らし合わせ、誤りがないか確認する

岡山水害対策本部での朝礼の様子

事務所内では損害保険会社からの依頼の確認や、保
険契約者へ引き取りのアポイントを実施

依頼を受けて民家などへ訪問し、水没して動かなく
なった車両を引き取る
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創業からこれまでの歩み

　新潟県新潟市に本社を構える(株)丸山車
体製作所は、トラックの車体製作・修理を
主力事業として1954年に創業しました。
　その後1962年には山木戸工場（同市）
を開設、翌年には同工場で普通・小型自動
車分解整備事業の認証を受け、普通・小型
車の整備事業を開始しています。1966年
には損害保険の販売事業に進出し代理店と
して丸山商事(株)を設立、1970年には同
市内にトラック車体製作専門の工場となる
車体工場を新設します。また1987年には
普通・小型車の塗装工場を、1989年には
大型車用塗装工場を新設し、塗装事業の内
製化を果たします。そして1997年に、現
在の本社がある場所に社屋・工場を建設し、
本社機能を移転しました。
　現在は、普通・小型車の鈑金、一般整備
を行う本社工場、大型車の鈑金、ボデー架
装、特装部品の販売を行う山木戸工場、ト
ラック車体の製作、ボデー架装、車体部品

の販売を行う車体工場、主にレンタカーや
リース車両の点検・整備を行う万代工場の
4工場と、大型から小型車までの塗装作業
を担う(株)丸山塗装、損害保険及び生命保
険の代理店業を営む丸山商事(株)でグルー
プ企業を形成しています。グループ全体の
社員総数は125人で、月間平均処理台数
は大型車架装で20台、大型車鈑金塗装で
200台、普通・小型車の鈑金塗装・整備
サービス合計で300台ほどに上り、地域
の車社会を支え続けています。

自社そして業界の次世代を見つめて

　数多くの入庫車両を修理するためには、
迅速な対応が求められます。丸山憲一会長
は「大型、普通車を問わず、部品が必要に
なった場合はまずNGPに依頼をしていま
す。全国ネットワークを有するNGPの在
庫数とすばやい対応に満足しています」と、
NGPリサイクルパーツを利用する理由を
教えてくださいました。また、NGPリサ
イクルパーツを自社で活用するだけではな

く、「私が理事長を務める新潟県自動車車
体整備協同組合では、県内のNGP組合員
と提携し、NGPリサイクルパーツの活用
を促進しています」と、その活用を県内の
車体整備事業者に向けて働きかけています。
　「この先、整備も鈑金塗装も技術力だけ
では対応できない時代がやってきます。新
型車両の作業に対応した設備機器が必須と
なり、設備投資が大きな課題となっていく
でしょう。また、人材不足や後継者難はす
でに業界内で表面化しています。当社は今
年7月に社長を交代しました。新社長は人
材不足の解消に向けて、学生向けに事業内
容をピーアールする活動などを展開してい
ます。当社取引先の社長にも世代交代が見
られており、新社長には今後人脈を広げて
いくなかで、新たな顧客を獲得してもらい
たいと期待しています」。自社そして業界
の次世代を見つめ、今後もさらなる発展へ
向けた歩みを重ねていくことでしょう。

グループの発展と
業界全体の
課題解決に尽力

工場
ルポ 株式会社丸山車体製作所

代表者：丸山正範社長
所在地：新潟県新潟市東区山木戸8-11-5（本社）

山木戸工場に設置された大型車用フレーム修正装置 (株)丸山塗装の工場に設置された大型車用塗装ブース

普通・小型車の整備及び鈑金を行う本社工場内部

車体工場

丸山憲一会長



　第33回中級研修会が6月25〜 29日
の5日間、（株）あいおいニッセイ同和自
動車研究所・東富士センター（静岡県裾
野市）にて開催されました。
　生産・フロントの2部門から計32名
が参加した同研修会には、部門ごとの専
門講義のほか、マネージメントやリーダ
ーシップについて学ぶ共通講義が設定さ
れています。顧客満足度の大切さや苦情
対応の重要性、事業計画及び業務改善案
の策定方法、部下とのコミュニケーショ
ンなどについて演習を交えて学び、リー
ダーとして必要な能力を身につけていま
す。
　実車を用いた技術研修では、エアコン
及びエンジンの診断、オートマチックト
ランスミッションの構造及び点検方法、
ハイブリッドシステムの仕組みなどにつ
いて解説を受け、自動車技術に関する知
識向上に努めました。
　研修会後の決意表明で、(株)マルトシ
青木の増田力さんは「NGP三大信条の
理念を再認識し、リーダーとして、同僚、

後輩に伝え、目標へと導いていけるよう
にします」と、仕事に取り組む姿勢を見
直しています。(株)大橋商店の福田寿雄
さんは「コミュニケーションをしっかり
と取り、より良い職場環境となるよう努
めていきます」と、研修を通じてコミュ
ニケーションの重要性を実感しています。
　研修後の感想として、(株)永田プロダ
クツの長谷川史紀さんは「5日間で技術、
専門、マネージメントの講義を受講し、
フロントマンとしての知識や部下との接
し方、目標設定の仕方、リーダーとして
の心構えなどたくさんのことを学ぶこと
ができました。今は部下のいない私です
が、私の上司が常日頃私と接する際にも

本当に気遣っていただいていることが分
かりました」と、研修を通じて改めて周
囲への感謝の気持ちを深めています。
　石上車輌(株)恵庭工場の今野健さんは
「自動車業界の動向では、自動車の使用
年数が延びていることを学びました。安
全装置の技術の向上など、今後も自動車
技術が変化していくなかで、本当に旬の
ものを見極めることが、今後の中古部品
業界で生き残るためには必要不可欠にな
ってくると思います。今後新しい技術を
身につけて、生き残れるようにしていき
ます」と、業界の動向を学び、自動車技
術の変化に対応する必要性を再認識して
います。

第33回中級研修会を開催

マネージメントや業界動向など、 
リーダーとして必要な技術と知識を習得

NGP組合員
かわら版

※自動車リサイクル部品産学共同研究
会が、「自動車リサイクル部品による環
境負荷低減効果の研究」の結果をもと
に、NGPが販売したリユース部品の
90品目（左右ある部品を含むと115
品目）を対象に算出した数値です。

※リターナブル梱包材の利用に伴う削
減効果はNGP協同組合独自のCO2排
出量削減の取り組みです。段ボールに
代えて、専用梱包材を繰り返し使用す
ることを前提に削減効果を算出してお
ります。

NGP 今月のCO2削減量
リユース部品利用に伴うCO2 削減量

リターナブル梱包材利用に伴うCO2 削減量

平成30年6月： 4.3t

平成30年6月： 2,976t

グループの発展と
業界全体の
課題解決に尽力

整備事業者などに対して、スキャンツール購入費の一部を補助

国土交通省、スキャンツールの導入補助を開始
Topics

　国土交通省は、自動車整備技術の高度化
を図り、次世代自動車の省エネ性能維持を
推進することなどを目的として、自動車整
備事業者などに対する、スキャンツールの
導入支援を開始しました。
　本事業は、補助対象事業者がスキャンツ

ールを購入する際の経費の一部を補助する
ものです。対象となる機器や、公募要領、
申請様式など詳細については、補助事業の
申請等の事務を行うパシフィックコンサル
タンツ（株）のWebサイト（http://www.
pacific-hojo.jp/）に掲載されています。

＜スキャンツール導入補助の概要＞
■公募期間

7月24日〜 10月31日まで（ただし、補助申
請の合計額が予算額に達した場合は、公募期間
内であっても公募は終了）

■補助対象事業者

（1）	 道路運送車両法第78条に定める
	 認証を受けた自動車分解整備事業者

（2） 	道路運送車両法第94条に定める
	 認定を受けた優良自動車整備事業者

（3） 	自動車整備士を有する自動車関連施設で
	 自動車の点検等を含む事業を行う者

■事業内容（概要）

・補助対象事業者に対して、一定の要件を満た
すスキャンツールを新たに購入する場合の経
費の一部を補助（補助率は1/3、1事業場あ
たりの補助上限額は15万円とし、交付決定
前に購入した機器は補助の対象外となる）

・補助対象事業者は20台以上の車両にスキャ
ンツールを使用して診断データ等を報告
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　7月14〜 16日の3日間、BumB（ぶ
んぶ）東京スポーツ文化館（東京都江東
区）で第4回管理者研修会が開催されま
した。
　管理者研修会は部門の責任者を対象と
したもので、社内で発生した問題などに
対し、経営者が不在であっても適切に対
処できる社員を育成することを目的とし
ています。
　1日目はNGPの歴史や三大信条の意義

など、NGPがこれまで積み重ねてきた
実績を確認するとともに、今後の施策に
ついて説明を受けました。2日目は工場
業務におけるコンプライアンスについて、
自動車リサイクル法や廃棄物の処理及び
清掃に関する法律（廃掃法）、安全作業、
防火管理などに関する近年の法改正の内
容や、適切な対応方法を学びました。3
日目は管理者として必要となるマネージ
メント能力について考えました。

なるギャランティシールの枚数は5枚か
ら3枚へと変更しています。その結果、
応募総数は13,510通で前回比183.6％、
応募社数は3,851社で同130.5％となり、
ともに大幅に増加しました。なお抽選の
結果につきましては、賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。たくさんの
ご応募、誠にありがとうございました。

　NGP協同組合は7月18日、岡山国際
ホテルでNGPサマージャンボキャンペ
ーン2018当選者の抽選会を実施しまし
た。
　4月1日から6月30日まで開催した
同キャンペーンは、前回（NGP年末ジ
ャンボ感謝祭2017）より当選者数を大
幅に増加させるとともに、応募に必要と

第4回管理者研修会を開催

責任者にとって必要な知識を学ぶ

年末ジャンボキャンペーンも開催決定

NGPサマージャンボキャンペーン、 
当選者抽選会を実施

NGP組合員
かわら版

　研修後の感想として、(株)南商会の古
川祐樹さんは「管理者研修を受講させて
いただき、自身の未熟さを深く感じまし
た。しかし、講義や受講メンバーとのデ
ィスカッションで、自身が変わるきっか
けになりました。この経験を活かし、会
社のため、皆のために力を尽くして参り
ます」と、仕事に対する意識の変化を実
感していました。

　皆様からのご好評を受けて、年末ジャ
ンボ宝くじを対象としたキャンペーンを
開催することが決定致しました。キャン
ペーンの詳細は、後日NGPニュースに
てお伝えさせていただきます。年末のキ
ャンペーンにつきましても、皆様からの
ご応募を心よりお待ちしております。

組合員情報変更
支部 会社名 変更内容 変更後 変更日
南関東 オレンジパーツ平成 会社代表 代表取締役　松山　稔 30年6月20日
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プレゼントクイズ

Q.これは、
どの車種の一部？

クイズに正解した方の中から、抽選で3名様にクオカード1万円分をプレゼント！
下記の応募用紙に解答と必要事項を記入して、FAXにて「プレゼントクイズ」係までお送りください。
ご応募の締め切りは9月25日到着分までとさせていただきます。
正解はNGP10月号にて発表いたします。なお、当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

「プレゼントクイズ」係 応募用FAX番号 03-5475-1209

抽選を行う佐藤幸雄理事長
（中央）と青木金也副理事長
（右）、斎木崇司理事（左）

お詫びと訂正
NGPニュース328号4面「組合員情報変更」において、支部名に誤りがございました。株式会社草山パーツの支
部名は、正しくは「関西支部」です。関係者各位には大変ご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げるとと
もに、ここに訂正させていただきます。

■NGPニュース
No.327（2018
年 6 月 号 ） プ レ
ゼントクイズの正
解はスズキのカプ
チーノでした。
福島県、栃木県、
香川県在住の方3
名様に1万円相当
のクオカードをお
送りします。今後
も奮ってご応募く
ださい。


